
122　被　服 〔日本家 政学 会

B －86   ギャザースカ- トに関 考る研 貨（ オUfa. ）参n の物性 巳ぞ・*f"一効果 の関係

影毎々團吻:短 尺　o 辻　冷 了　岬藤きよ１　 加藤峡3-

目的　t"'・ す"－ス カ- ト め姜し さ(i ぞヤr  I)　ン7･■ I- よ っI  作 りま!    i

t  
μ り は 知け や

ぞヤ亨'I一分号に よ っ　て零U  る。本報t･･は一般 に そ"・ す-   スカ ー^  r-’■>　 ＼.   yj   7ヽ 'j ■^ 1 r ・Tﾉi  V  ^　 ｘ　７　 ‾　7)   ーI-    <J-･)　t  -9; φ ■≫  =　/f｀fit. I.   I・ 一 仰叉Uヽ-V    -TV　-     7.    η 一r I-

甲 い ら れ る わｵ を 遣 以 し や漣 す ’' /^ 膏 の 善 に よ る ぞt f-  勤 呆t  わli  <^ ilk)性t
バ ク･

昨^  S
 ，

厠 邸 り 苛 圈i  円t  -I  し;  ^rl い ん 釦 乙% 印 さ 寸 嶋 い
に べヽ 氏

較 搾 討 し に

わ 乞　 試 料 ： 繊 維 組 粘 緬 幟 ， 曲 げI剛 卜 層 さ 薯 を. 秀 虎･ し
ク

軸 如 吽p'  ら 哺t 邁 が しf'-.

ス カ-       [   n 軸 の 糾 ↑ ：f  ^ すA   又） 人S   i 差 群 に 胴 囲 寸 法 如(>c  り り2  en),  mm す 法

?○c貳

し2.0

フ

眸 丈”if″， ス-    ＼   X'6f ﾝ”， ぺ̈ ･U 1-  幅2  ･，りlM し， ぞ･ヤず一- 今i  は岡 部 才躇に 吋

15, 3.0, 3.J, ぷ<%  ・ りt    tしに 。i  に へA  i孚戟切') ・，* ま むしf'v。ﾀﾄ 穀 効 果乙7)穀 馨?　’･■' 1　` ’･’ ｉ . り゙ “゙‘･I p ゛ 3  fl し しI   ゝ ● φ' ヽ へt(    lか本J(, ’//゙ /OT!＆j:    乙 し い ・vr  伊W Oﾉﾌ不/ り 限 ゛
：A

 心 曲 縛 の 利 枝 を 写 恥;ﾋ 。り,  胴 困t 円 と 考 だ 下 童 さ 七f; 嶋 合 （C,  )  ,     ^ ヂ･,レC  Cz)  ,

A  fe C  CO ） の?  潅 り 二 つ べヽ 撞f-t し に 。

緒^　1.    恥n に よる へt, 曲噂 ，A''iifi.。 隻{*  / －[" 数,     I -  ﾄ'・1 ， ・ 胤さ， £t  /  ̂，角

度,    會J  面積 にみ ら れ，i  れらit  参ifH め[･'し-     7･碑数 ， 曲げ･剛li と心 目関 ，ヽ庸l>.  ?  な

らりﾆ-  /りH り 曲 叶‘剛性 ゛ふヽyい 恥ii  it / - ﾄﾞ･れ,≪ % く,    ・ ヽ瓦i

m 』，ヽ 高゙I'. ・^  な お

みt  た ・ 角1%.,     #
●　　　　　¶　'　　/　　　　""　　T"' ＼   ･tr-    I　1 4"｢ ‾　y ` 　り　゙ ゛ ‾･/●ﾉゝ 1　 ゛゙ しI がI       |'J  I ` j　 ゛`
下fe 積 は 小 さ い

・2  .　ｔ･t  ず" - 今-f  の ら 炉'い に ょ4  釣 状 。 養I*    /-    ﾄﾞ れj    £ 。 鳥 ざ ， 山fc

ル の 角
度 ，/

 -  り ち紅 に み ら れ に 。3  .    C,X'  (富lit
 め

柘 し 會 下 励 績 に 試 料P 恥 扇 島
ヽ
勧 よ 認

ヽ

め ら れfi- ftヽ つr-^  c ヽ',     Ci，Cj  t･(*  初 茸 兆ヽ り 忍 め ら れ,     わ;f   ．力 作/'^' %, ヵ-    [ の シIレ エ，
ツI- (--

},･ぷ{r^ 勣 恥 各 尺 き い ・

B －87 く也とり技術(^ 理倫的考集　 一 一人体計仰 直ヒの関任 一 一

丈化^ 大家政　O    H_登庸智子

目的　平面の布地を立体化する才まとして縫 臥こよろ梅 戌ヒ、了づl=･し｡セット による方
法* ＼"'ある。フィロン-ti ット による方法はいせこみ、伸ばレ くせヒリキ、その立体曲面り
種類によっていくつ かの方法ぴ馮ろ. 本研光は そのうちのく世レ ノについて人体ウ1

スト
却・ 対象に理論的 背景を明ら川 こしようとしたもので'ある。

方識　①被服ヒ人体に失走ﾛ) 図学的な理論を設定し それにｔ いて人4本割一測を行Q いヽ、

その結果ｸ らヽ布地 の変形蜃を寡出しFこ。計測はスラノ|デうングず ージによるもの( 祝騰f
I5名) し 石蚕識( 祝験 考G あ卜･･屋開図とを無 明しに。

②変形量算出値に対応する布地 の変希嫁)可能｡性につLI てはウう しギツ パゾ ン. ウり レ･リ

ードI'を試科としてテムシロンによる仲長荷竃によ 。で求めた。変形A  (7)対応のよいツづし
ツイード 乞用いてワしヒ ース・ 試作した。

結果　 スラづテ"イしゲゲヒ ジによｰ?て 求`めた人体水平断面を重合 レ それによ、T 平面

肢開El 作成レ ウェスト ダーツ蔓 び)す べヽて１ くせい 川こよろも(ｱ)と仮良｡した降の最大の
布地の変形量は約^5度?" 、3  cm平方で･の対唯

たて今に參束`されろ伸びにn里論値 でに順 名になるが, 必 ず1しも紳びなくてもくせとりは不

可匯でほない。石膏法による展開図zi 計 方 下に逓静的に同座という最大値び'出るが'ツツ

ピー入試ｲ乍(ｱ)結果 からみても叱ずしも被服並体ヒしては現史的でヽなく、被 服主体ヒしてお

められる変形 角友を知るにはむしろスライプイしアゲージ浅の結果が蘆 していると考えら

れろ。しｳ しヽ2 種の計測方法は、計測のし易さ、計測昨明冬々ヽら一長一短ヒ 思､われた。




